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＜実践・事例報告＞ 
 
すべての子どもに本を！ 
－シャンティ国際ボランティア会のアフガニスタン支援事業に参加して－ 
 
 
汐﨑 順子 
 
 
シャンティ国際ボランティア会は 1981 年の設立以来，アジア地域の子どもたちへの文
化・教育支援活動に取り組んできた。本稿は 2016 年 8 月にタジキスタンで実施されたアフ
ガニスタン指導者研修の内容を紹介する。筆者はこの研修の講師を務めた。文化，宗教，価
値観が異なる異国，生命の危険と隣り合わせの厳しい状況の中で，図書館活動に取り組む人
びとの姿と思いを伝えるとともに，子どもに本を届ける活動の意味，図書館の存在意義と可
能性を提示する。 
 
 
はじめに 
 
シャンティ国際ボランティア会（SVA：Shanti 
Volunteer Association，以下「シャンティ」と略す）
は，カンボジア難民支援の活動を行うために 1981
年に設立された仏教系NGO である（設立時は「曹
洞宗ボランティア会」）1)。以降，“共に学び，共に生
きる平和（シャンティ）な社会の実現”を理念に，厳
しい環境下にあるアジア地域の子どもたちへの文
化・教育支援活動に取り組んできた。2019 年 1 月
現在，アジア 6 カ国 7 地域（カンボジア，ラオス，
ミャンマ (ービルマ)難民キャンプ，ミャンマー，ア
フガニスタン，ネパール，タイ）で，図書館事業や
学校建設事業などを行っている 2)。 
シャンティはこのような海外での子どもを対象と
する継続的な活動に加え，1995年の阪神・淡路大震
災以降，国内外で発生した地震や水害等にも柔軟か
つ迅速に対応し，被災地への緊急支援活動を行って
きた 3)。その豊かな経験値は東日本大震災の被災地
支援活動でも大きな力を発揮した。東日本大震災後
の被災地での活動については本紀要に鎌倉幸子氏の
報告がある。ぜひ参照されたい 4)。 
本稿では，シャンティのアフガニスタン教育支援
活動について，2016年にタジキスタンで実施された 
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研修プログラムを中心に紹介する。さまざまな状況
下にある子どもに本を届ける活動の意味，図書館の
存在意義と可能性を改めて考えたい。 
 
1. シャンティのアフガニスタン支援 
 
本章では当初現地で活動に携わった山本英里氏
（現アフガニスタン事務所長）による文献 5)6)の内容
を中心に，初期のアフガニスタン支援の様子をまと
める。 
 
1.1 支援事業の開始 
シャンティのアフガニスタン支援は 2001 年 9 月
11 日の同時多発テロ事件後のアフガニスタン空爆
を契機とする。空爆後，シャンティは難民への食糧
配布を中心とする緊急救援事業を実施し，2 年後の
2003 年 1 月から図書館事業と学校建設事業を柱と
する活動を開始した。治安が悪化する中での事業開
始については賛否両論があり，最後まで議論が繰り
広げられた。子どもの多くは日々生命の危険に晒さ
れながら労働を強いられ，ろくに学校に通えなかっ
た。彼らは本を読むことができず，図書館を知らな
かった。そんな状況にあるアフガニスタンの子ども
たちに必要な図書館活動とは何か，どのように展開
すべきか，まさに葛藤の毎日だったという 7)8)。 
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1.2 子ども図書館づくり，絵本の出版活動など 
模索の末，山本たちは子ども図書館の開設と絵本
出版に取り組んだ。子ども図書館開設の目的は，モ
デル図書館を作って人びとの反応を探り，図書館に
ついての理解を広めることだった。そこで事務所の
あるジャララバード（ナンガハル州の州都）に民家
の一室を借り，100 冊ほどの本で小さな子ども図書
館を始めた。最初は 3，4 人しか子どもは来なかっ
たが，次第に口コミで図書館のことが多くの人びと
に伝わり，毎日100人以上の子どもが訪れるように
なった。子ども図書館は本を読む場所であると同時
に，心身ともに過酷な状況にある子どもが，束の間
でも本来の子どもに戻れる場所にもなった。 
図書館活動のためには本が必須だが，当時のアフ
ガニスタンでは，子ども向けの絵本は皆無だった。
紛争時代にあらゆる本が焼かれ，タリバン時代には
出版活動が禁止されたためである。アフガニスタン
の子どもにとっての良い本とは何か，文化的，宗教
的に配慮されたものをどのように作るか等の議論と
試行を積み重ね，画家を探すなど，まさに手探りで
絵本の出版を行った 9)10)。 
 
1.3 アフガニスタンでの研修  
2007年には「アフガニスタン図書館活動研修会」
が企画され，佐藤凉子氏（元品川区立図書館館長，
SVA専門アドバイザ－）とやべみつのり氏（紙芝居，
絵本作家）が，往復の日程を含め２週間にわたり専
門家としてアフガニスタンに派遣された。現地では，
紙芝居や絵本出版の技術指導，造形遊びのワークシ
ョップ指導，教材制作指導（担当：やべ），公共図書
館および子どもの図書館の役割，図書館資料の役割
についての講義（担当：佐藤）などが行われた 11)。 
 
1.4 日本での研修 
日本に関係者を招聘する研修はこれまで3回実施
された（図書活動研修2回，紙芝居・絵本制作研修
1 回）。2011 年に行われた「アフガニスタン国読書
習慣普及専門家研修」では，日本の子どもの読書普
及に関する基本的知識と技能を習得し，良い実践を
理解することを目的に，読書習慣普及のための諸活
動，学校図書館および公共図書館についての講義，
見学等を行う７日間のプログラムが組まれた。この
研修には，アフガニスタンの活動の中心地であるナ
ンガハル州の行政官3名（教育長：学校図書館担当，
情報文化局長：公共図書館担当，経済局長：NGO
による援助活動の管理担当）およびシャンティの現
地職員１名が参加した。筆者はこの研修で公共図書
館，児童サービスに関する講義と実践の講師を務め
た。 
 
2. タジキスタンでの研修1：企画から渡航まで 
 
2016 年にシャンティは現地での指導者研修を企
画し，アフガニスタンの隣国タジキスタンで実施し
た（8月6～10日）。筆者はこの研修の講師として同
行した。本章および次章では筆者の体験をより具体
的に伝えることを意図し，研修実現の経緯と当時の
アフガニスタンの状況を述べた後は，講師を依頼さ
れてからの準備，現地での研修の内容と参加者の様
子などをややカジュアルな報告の形で述べていく。 
 
2.1 研修実現の経緯，当時のアフガニスタンの状況 
2003年の支援活動から研修を実施した2016年ま
でに，シャンティはアフガニスタン国内で110の小
学校での図書館の普及事業を実施してきた。学校図
書館の蔵書数は約1,200冊，図書館員には手当は出
ているが，教員との兼任で1か月の貸出数は約300
冊程度とのことだった。このように施設や蔵書，人
的配置についてはまだ発展途上だが徐々に整備され
つつあった。しかし研修については 2007 年以降，
現地での実施ができないままでいた。ニーズの高ま
りを受け，ようやく現地での研修が実現できること
になったが，当時のアフガニスタンは治安悪化のた
め日本人は渡航できない状況だった。そこでアフガ
ニスタン以外の国で開催することとなり，最終的に
隣国タジキスタンの首都ドゥシャンベのホテルが研
修の会場となった。研修の目的として，①学校図書
館を通じて児童の読書を推進するために必要な知識
と技能を習得すること，②学校図書館活動について
の教員研修を行うトレーナーとして必要な知識と技
能を習得すること，の2点が設定された。 
 
2.2 講師依頼，その後の準備 
2016 年 6 月，当時のアフガニスタン事務局長，
三宅隆史氏から１通のメールが届いた。8 月にタジ
キスタンで行うトレーナー研修の講師依頼，という
内容はまさに青天の霹靂だったが，この突然の依頼
は当時のアフガニスタンをめぐる不安定な状況を反
映している。三宅氏によれば当初はインド（デリー）
か UAE（ドバイ）で開催する予定だったが，サウ
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ジアラビアとイランの対立を背景に，アフガン人に
対するインドおよび UAE のビザ発給が難しくなり，
タジキスタンで開催することになったこと，それに
伴って旅程が変更になり，最初に依頼していた講師
の都合が合わなくなったとのことだった。つまり私
はピンチヒッターであり，先方の切実な様子も伝わ
ってきた。しかし研修まで2か月しかない中，全15
コマの研修内容を引き受けて準備し，講師の役割を
果たすことができるのか自信がなかった。加えて当
時は「アフガニスタン＝危険」というイメージが色
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のモジュール案があったが，私自身が作ったもので
はなく講義が進めにくいため，全面的な修正を行っ
た。その際に心がけたのは，研修の目的に沿って，
学校図書館の役割と重要性を明確に示すこと，そこ
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だった。彼らのほとんどが，現場で日々子どもと接
する人びとを指導する立場にある。研修で習得した
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ずいぶん身構えて入国したが，ドゥシャンベは私
の目からは平和な町にみえた。もちろん馴染みのな
いイスラム圏の「異国」であり，目だけが見えるベ
ール（ニカブ）をかぶり，全身黒づくめの服装の女
性も多い。一方でTシャツと短パンといったカジュ
アルな姿の女性もみられた。「不要不急の外出はしな
い，ホテルに缶詰」という覚悟だったが，普通に皆
と外出してレストランで食事をしたし，最終日には
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なかったが，「レベル４：渡航禁止」という当時の厳
しい様子は，参加者の話からも切実に伝わってきた。
親戚がテロに巻き込まれて亡くなった人，自宅を押
収された人……，信じがたいが本当の話だった。し
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かし生命の危険と常に隣り合わせの状況のもと，子
どもに本を届けることに意義を見出し，それを使命
と考えて真剣に取り組む姿があった。平和な日本に
生まれ，今は当然のものとなっている学校図書館，
公共図書館のサービス，子どもの本の出版の豊かさ
等を特に意識することなく，子どもへのサービスを
考えていた自分の甘さを痛感し，身が引き締まる思
いだった。 
 
3. タジキスタンでの研修2：研修の実際 
 
以下の表は，8 月 6 日から 10 日まで全 5 日間の
研修スケジュールである。実際には多少の変更はあ
ったが，予定していた内容をほぼこなすことができ
た。本章ではスケジュール表に沿って，3.1 学校図
書館とは：理論編（8/6～8/7），3.2 読書への導入：
実践編（8/8～8/10）の2部構成で研修内容と参加者
の反応などを報告する。 
 
研修のスケジュール表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお表中の三宅氏が担当した4コマ（グレーの部
分）については割愛するが，研修の実施や，計画立
案等における指導者としての考え方，取り組み方の
説明とワークショップは実践的で分かりやすく，参
加者もきびきびと作業をしながら理解を深めていた。
グループディスカッション，全体討議を有効に活用
して主体的に学ぶ構成と，的確かつ明確な講義内容
が印象に残る。 
 
3.1 学校図書館とは：理論編 （8/6～8/7） 
3.1.1 使命，役割・位置づけ/運営（8/6_session1.2） 
 学校図書館の法的根拠（日本）と位置づけ，使
命（目的）と役割 
 学校図書館の構成要素と機能 
 資料収集，整理，分類，配架，提供 
 司書教諭と学校司書の法的根拠（日本），役割 
 学校図書館の 2 つの役割（「読書支援」と「学
習支援」） 
 読書への働きかけ，利用指導など（以上スライ
ドでの説明） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研修のスライド：司書教諭と学校司書 
 
3.1.2 日本の小学校の実例紹介（8/7_session1.2） 
 関東学院小学校の学校図書館の紹介：校内の図
書館のロケーション，展示やディスプレイ，カ
ウンターの様子など（スライドで写真紹介） 
 読書記録，ブックリスト，図書館だより（現物
回覧） 
 夏休み前の貸出(3年生)と流れ，年間計画表（ス
ライドで写真紹介） 
 
 
 
 
Component 2) People:
ﻢﻳﻭﺩ ﻪﺧﺮﺑ )ﺰﺟ !  (ﮏﻠﺧ
Teacher Librarian and School Librarian
ﯽﮑﻧﻭﻮ� ﻥﺍﺭﺍﺪﺑﺎﺘﮐ ﻭﺍ ﺩ ﻲ�ﻧﻭﻮ� ﻥﺍﺭﺍﺪﺑﺎﺘﮐ
• Teacher Librarian  ﯽﮑﻧﻭﻮ� ﺭﺍﺪﺑﺎﺘﮐ  
 Must be appointed primary/middle/ high schools with more than 12 classes (since 2003) ﺩ 
٢٠٠٣ ﻝﺎﮐ ﯽﺘﺴﻴﻫﺍﺭ ﺪﻳﺎﺑ ﻪﻟ 12 ﻪ�� ﺕﺎﻳﺯ ﻮﻴ�ﻟﻮ� ﻲﻧ�ﻣﻮﻟ  /����ﻣ  /ړﻮﻟ ﻲ�ﻧﻭﻮ� �ﮐﺎ�ﻭ ﻲﺷ 
 School Library Law, Article 5: ﯽ�ﻧﻭﻮ�ﺩ ﻮﺘﺑﺎﺘﮐ ﻥﻮﻧﺎﻗ ۵ ﻩﺩﺎﻣ “
 School must have a teacher librarian who provide professional services”Requires qualification 
ﻲ�ﻧﻮ� ﻥﻮﺘﺑﺎﺘﮐ ﺪﻳﺎﺑ ﻪ�ﻮﻳ ﯽﮑﻠﺴﻣ ﻪﺑﺮﺠﺗﺎﺑﻭﺍ یﺮﻟﻭﺭﺍﺪﺑﺎﺘﮐ ﻪ�ﻮ�ﺮﺗ ﻪﻧﻮﺘﻣﺪﺧ ��ﮐﺪﻧﺍړﻭ “
• School Librarian ﻲ�ﻧﻭﻮ� ﺭﺍﺪﺑﺎﺘﮐ 
 Should make efforts to appoint school librarian since 2015  ﻲ�ﻧﻭﻮ� ﺭﺍﺪﺑﺎﺘﮐ ﺪﻳﺎﺑ ﺮﺗ٢٠١۵ یﺭﻮﭘ 
ﻝﺭﺎﻤﮐ یﻮﺷ یﻭ 
 School Library Law, Article 6: ﻲ�ﻧﻭﻮ�ﺩ ﻥﻮﺘﺑﺎﺘﮐ ﻥﻮﻧﺎﻗ ۶ ﻩﺩﺎﻣ ”
 School should make efforts to have a school librarian who work for library full time 
basis” ﯽ�ﻧﻭﻮ� ﺭﺍﺪﺑﺎﺘﮐ ﺪﻳﺎﺑ ﻩﺭﻮﭘ ﺖﺧﻭ ی�ﮐﻭﺭﺎﮐ ﻪ�ﻮ�ﺮﺗ ﻪﻧﻮﺘﻣﺪﺧ ﻩﺮﺳﺮﺗ ی�ﮐ 
 Not require qualification  ﻝﻭﺭﻮﺒﺠﻣ ﻪﺗ ﺕﺭﻭﺮﺿ ﻪﺘﺸﻧ  
Day Session Category Contents
1 概説 学校図書館とは：使命，役割，位置づけなど
2 運営 学校図書館の運営
3 講義 成人学習の理論 （三宅）
1 実例 学校図書館の実際1：日本の小学校を例に①
2 実例 学校図書館の実際2：日本の小学校を例に②
3 学習
指導 学習指導と学校図書館
4 読書
指導
読書指導，読書案内と学校図書館
読書への導入（概説）
1 理論と
実践
読書への導入の実際
　1）読み聞かせ
2 理論と
実践
読書への導入の実際
　2）ストーリーテリング＆道具を使ったお話
3 講義 成人学習の方法 （三宅）
4 理論と
実践
読書への導入の実際
　3）ブックトーク
1 理論と
実践
読書への導入の実際
　4）科学遊び
2 理論と
実践
読書への導入の実際
　5）紙芝居
3 読書
指導
読書への導入の実際
　6）アニマシオン
4 理論と
実践
読書への導入の実際
　7）　その他
1 理論と
実践 自発的な読書へのいざない
2 まとめ
総括
学校図書館の課題と展望　
質疑,　意見交換
3 講義 研修の運営 （三宅）
4 講義 行動計画、まとめ、ふりかえり、閉会 （三宅）
* 各セッションは90分，間に15分の休憩時間あり
1
8/6
Sat
2
8/7
Sun
3
8/8
Mon
4
8/9
Tue
5
8/10
Wed
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Tue
5
8/10
Wed
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研修のスライド：学校図書館（関東学院小学校） 
 
3.1.3 学習指導，読書指導・読書案内と学校図書館
（8/7_session3.4） 
 学習指導：自ら学び，自ら考えて取り組むため
の学校図書館の役割 
 レファレンスサービス，レフェラルサービス，
パスファインダーなど 
 児童生徒の図書館利用指導 
 読書指導：生涯にわたる「読書」への入り口と
その意味 
 児童生徒の読書能力，読書興味の発達段階 
 朝の10分間読書（以上スライドでの説明） 
3.1.4 理論編と参加者たち 
理論編のセッションでは内容が参加者の要求に見
合ったものだったか，どの程度の有用性があったの
か疑問が残った。日本の法制度，学校図書館や図書
館員の制度，理念，理論全般の理解は大切だが，受
け皿となる参加者の知識，経験値は低い。日本とア
フガニスタンでは法的な制度が異なり，文化的な違
いも大きい。理解できない，消化できないという内
容もあっただろう。日本語→英語→現地語という 2
回の翻訳作業により，内容が異なる形で伝わってし
まったということも考えられる。 
しかし小学校の実例を示すセッションでは具体的
なイメージをつかみやすかったようで，さまざまな
質問や議論がみられた。たとえば夏休み前の貸出の
手順，読書記録とその利用については自分たちの活
動にどのように取り入れようかという話し合いにな
った。学年別の「図書館利用」，「読書指導」，「学習
指導」3 つの項目の一覧表（年間計画表）を見なが
ら，学校内でどういう連携協力，学習カリキュラム
との調整が必要かなど，活発な意見交換が行われた。 
 
3.2 読書への導入：実践編 （8/8～8/10） 
3.2.1 絵本の読み聞かせ（8/8_session1） 
 読み聞かせの意義と役割，選書，方法（説明） 
 読み聞かせの実演（『おおきなかぶ』A．トルス
トイ作，佐藤忠良絵，内田莉莎子訳，福音館書
店，1966）（実演） 
 絵本の持ち方，めくり方などの実践（演習） 
 参加者（一人）による『おおきなかぶ』（現地
語版）の読み聞かせ（演習と講評） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
絵本『おおきなかぶ』の読み聞かせに挑戦 
 
3.2.2 ストーリーテリング・おはなし（8/8_session2） 
 ストーリーテリングの意義と役割，方法（説明） 
 ストーリーテリングの実演（『やまんばのにし
き』松谷みよ子文，瀬川康男絵，ポプラ社，1967）
（実演，日本語だったので事前に内容を説明） 
 新聞紙を使っての「おはなし」の実践（演習）． 
3.2.3 ブックトーク（8/8_session4） 
 ブックトーク『食べ物』（ビデオ上映） 
 ブックトークの意義と役割，方法（説明） 
 学校図書館でのブックトークの有効性（説明） 
3.2.4 科学遊び（8/9_session1） 
 科学遊びのブックトーク『卵の実験』（ビデオ
上映） 
 科学遊びの意義と役割，方法（説明） 
 科学遊びから知識の本への導入（説明） 
 科学遊びの実践，「メビウスの輪」「葉書の輪く
ぐり」など（実演・演習） 
 
 
 
 
 
 
ﻌﺗ ﻥﺩﻳﺳﺭﺯﺍ ﻝﺑﻗ ﻡﻭﺳ ﻑﻧﺻ یﺍﺭﺑ ﺎﻬﺑﺎﺗﮐ ﻥﺗﻓﺭﮔ ﺕﻧﺎﻣﺍ ﻪﺑ ﺵﻭﺭ ﺕﻼﻳﻁ
 ﯽﻧﺎﺗﺳﺑﺎﺗ
.2ﺏﺎﺗﮐ ﻥﺗﻓﺭﮔ ﺕﻧﺎﻣﺍ ﻪﺑ ، ﺵﻧﺍﻭﺧ ﻪﭼﺑﺎﺗﮐ ﻥﺗﺷﻭﻧﻭ ﺕﺑﺛ
.3 ﺵﻧﺍﻭﺧ ﻪﭼﺑﺎﺗﮐ ﺩﺩﺟﻣ ﻝﻳﻭﺣﺗﻭ ﺩﺍﺩﺭﺗﺳﺍ
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科学遊び「メビウスの輪」に取り組む 
 
3.2.5 紙芝居（8/9_session2） 
 紙芝居の意義と役割（説明） 
 紙芝居の実演と説明（『ごきげんのわるいコッ
クさん』まついのりこ作絵，童心社，1985，『た
べられたやまんば』松谷みよ子作，二俣英五郎
絵，童心社，1970）（実演） 
3.2.6 アニマシオン（8/9_session3） 
 アニマシオンの意義と役割，方法（説明） 
 アニマシオンの実践（『いまいましい石』C.V.
オールスバーグ作絵，村上春樹訳，河出房新社，
2003）（グループワーク，発表） 
3.2.7 その他のさまざまな手法（8/9_session4） 
 手袋人形（説明，実演，演習） 
 ペープサート（説明，実演，演習） 
 障がいがある子どもを対象としたさまざまな
メディア（布の絵本，点字絵本，マルチメディ
アDAISY）（紹介，説明） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「くまさんのおでかけ」（おはなしの導入） 
 
3.2.8 自発的な読書へのいざない（8/10_session1） 
 自発的，自主的な読書への取組の意義，役割 
 読書記録，読書郵便，読書会 
 図書委員会が主催する読書活動 
 ビブリオバトル（以上スライドでの説明） 
 
3.2.9 実践編と参加者たち 
研修で参加者が最も熱心に取り組んだのは，現場
でどのように子どもに本を手渡すかを学ぶ実践編の
セッションだった。絵本や紙芝居は現地にもあるメ
ディアだが，彼らは絵本の持ち方，読み方，めくり
方，紙芝居の演じ方などの研修を受けたことがなか
った。自己流にやってきたものとの違いを確認し，
方法を学ぼうと熱心に取り組む姿がみられた。 
ストーリーテリングのセッションでは実例として
一話を日本語で語ったが，参加者にその場でおはな
しを覚えて語ってもらうことはできない。そこで，
新聞を折りながらおはなしを語る手法を紹介した。
ところが現地で入手してもらった新聞のサイズが日
本とは違う！（タブロイド判の大きさ）。そのため最
後は大人が着られる大きさのTシャツになるはずが，
子どもサイズになってしまった。しかし，この実践
はとても達成感があったようで，そのTシャツを誰
も脱ごうとしなかった。そのまま講義を受け続ける
姿は何とも微笑ましかった。お話を楽しむ子どもの
気持ちを実感できたのではないだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
「新聞を使ったおはなし」後のTシャツ姿 
 
ブックトークについては上映したビデオ（15分）
の画像から数冊の本をテーマに沿って紹介する流れ，
集団の子どもに対して行うブックトークの楽しさ，
有効性を理解したようだ。 
アフガニスタンでは知識の本，科学遊びの本につ
いての認識は薄く，出版数も少ないという。読み物
だけでなく，知識の本にも読書の楽しさがあること，
実際にやってみる（直接経験）ことの意味を説明し，
「メビウスの輪の実験」と「葉書の輪くぐり」を実
演してみせた。これは，紙と糊とはさみがあれば簡
単に誰でもできる実験なのだが，初めて知った科学
遊びに皆，興味津々で，「自分たちもやりたい！」と
せがまれ，そのまま演習の時間になった。 
研修に参加したシャンティの図書館事業課スタッ
フの一人は出版担当だった。彼は科学遊び，知識の
汐﨑：すべての子どもに本を！　33
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研修のスライド：学校図書館（関東学院小学校） 
 
3.1.3 学習指導，読書指導・読書案内と学校図書館
（8/7_session3.4） 
 学習指導：自ら学び，自ら考えて取り組むため
の学校図書館の役割 
 レファレンスサービス，レフェラルサービス，
パスファインダーなど 
 児童生徒の図書館利用指導 
 読書指導：生涯にわたる「読書」への入り口と
その意味 
 児童生徒の読書能力，読書興味の発達段階 
 朝の10分間読書（以上スライドでの説明） 
3.1.4 理論編と参加者たち 
理論編のセッションでは内容が参加者の要求に見
合ったものだったか，どの程度の有用性があったの
か疑問が残った。日本の法制度，学校図書館や図書
館員の制度，理念，理論全般の理解は大切だが，受
け皿となる参加者の知識，経験値は低い。日本とア
フガニスタンでは法的な制度が異なり，文化的な違
いも大きい。理解できない，消化できないという内
容もあっただろう。日本語→英語→現地語という 2
回の翻訳作業により，内容が異なる形で伝わってし
まったということも考えられる。 
しかし小学校の実例を示すセッションでは具体的
なイメージをつかみやすかったようで，さまざまな
質問や議論がみられた。たとえば夏休み前の貸出の
手順，読書記録とその利用については自分たちの活
動にどのように取り入れようかという話し合いにな
った。学年別の「図書館利用」，「読書指導」，「学習
指導」3 つの項目の一覧表（年間計画表）を見なが
ら，学校内でどういう連携協力，学習カリキュラム
との調整が必要かなど，活発な意見交換が行われた。 
 
3.2 読書への導入：実践編 （8/8～8/10） 
3.2.1 絵本の読み聞かせ（8/8_session1） 
 読み聞かせの意義と役割，選書，方法（説明） 
 読み聞かせの実演（『おおきなかぶ』A．トルス
トイ作，佐藤忠良絵，内田莉莎子訳，福音館書
店，1966）（実演） 
 絵本の持ち方，めくり方などの実践（演習） 
 参加者（一人）による『おおきなかぶ』（現地
語版）の読み聞かせ（演習と講評） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
絵本『おおきなかぶ』の読み聞かせに挑戦 
 
3.2.2 ストーリーテリング・おはなし（8/8_session2） 
 ストーリーテリングの意義と役割，方法（説明） 
 ストーリーテリングの実演（『やまんばのにし
き』松谷みよ子文，瀬川康男絵，ポプラ社，1967）
（実演，日本語だったので事前に内容を説明） 
 新聞紙を使っての「おはなし」の実践（演習）． 
3.2.3 ブックトーク（8/8_session4） 
 ブックトーク『食べ物』（ビデオ上映） 
 ブックトークの意義と役割，方法（説明） 
 学校図書館でのブックトークの有効性（説明） 
3.2.4 科学遊び（8/9_session1） 
 科学遊びのブックトーク『卵の実験』（ビデオ
上映） 
 科学遊びの意義と役割，方法（説明） 
 科学遊びから知識の本への導入（説明） 
 科学遊びの実践，「メビウスの輪」「葉書の輪く
ぐり」など（実演・演習） 
 
 
 
 
 
 
ﻌﺗ ﻥﺩﻳﺳﺭﺯﺍ ﻝﺑﻗ ﻡﻭﺳ ﻑﻧﺻ یﺍﺭﺑ ﺎﻬﺑﺎﺗﮐ ﻥﺗﻓﺭﮔ ﺕﻧﺎﻣﺍ ﻪﺑ ﺵﻭﺭ ﺕﻼﻳﻁ
 ﯽﻧﺎﺗﺳﺑﺎﺗ
.2ﺏﺎﺗﮐ ﻥﺗﻓﺭﮔ ﺕﻧﺎﻣﺍ ﻪﺑ ، ﺵﻧﺍﻭﺧ ﻪﭼﺑﺎﺗﮐ ﻥﺗﺷﻭﻧﻭ ﺕﺑﺛ
.3 ﺵﻧﺍﻭﺧ ﻪﭼﺑﺎﺗﮐ ﺩﺩﺟﻣ ﻝﻳﻭﺣﺗﻭ ﺩﺍﺩﺭﺗﺳﺍ
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科学遊び「メビウスの輪」に取り組む 
 
3.2.5 紙芝居（8/9_session2） 
 紙芝居の意義と役割（説明） 
 紙芝居の実演と説明（『ごきげんのわるいコッ
クさん』まついのりこ作絵，童心社，1985，『た
べられたやまんば』松谷みよ子作，二俣英五郎
絵，童心社，1970）（実演） 
3.2.6 アニマシオン（8/9_session3） 
 アニマシオンの意義と役割，方法（説明） 
 アニマシオンの実践（『いまいましい石』C.V.
オールスバーグ作絵，村上春樹訳，河出房新社，
2003）（グループワーク，発表） 
3.2.7 その他のさまざまな手法（8/9_session4） 
 手袋人形（説明，実演，演習） 
 ペープサート（説明，実演，演習） 
 障がいがある子どもを対象としたさまざまな
メディア（布の絵本，点字絵本，マルチメディ
アDAISY）（紹介，説明） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「くまさんのおでかけ」（おはなしの導入） 
 
3.2.8 自発的な読書へのいざない（8/10_session1） 
 自発的，自主的な読書への取組の意義，役割 
 読書記録，読書郵便，読書会 
 図書委員会が主催する読書活動 
 ビブリオバトル（以上スライドでの説明） 
 
3.2.9 実践編と参加者たち 
研修で参加者が最も熱心に取り組んだのは，現場
でどのように子どもに本を手渡すかを学ぶ実践編の
セッションだった。絵本や紙芝居は現地にもあるメ
ディアだが，彼らは絵本の持ち方，読み方，めくり
方，紙芝居の演じ方などの研修を受けたことがなか
った。自己流にやってきたものとの違いを確認し，
方法を学ぼうと熱心に取り組む姿がみられた。 
ストーリーテリングのセッションでは実例として
一話を日本語で語ったが，参加者にその場でおはな
しを覚えて語ってもらうことはできない。そこで，
新聞を折りながらおはなしを語る手法を紹介した。
ところが現地で入手してもらった新聞のサイズが日
本とは違う！（タブロイド判の大きさ）。そのため最
後は大人が着られる大きさのTシャツになるはずが，
子どもサイズになってしまった。しかし，この実践
はとても達成感があったようで，そのTシャツを誰
も脱ごうとしなかった。そのまま講義を受け続ける
姿は何とも微笑ましかった。お話を楽しむ子どもの
気持ちを実感できたのではないだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
「新聞を使ったおはなし」後のTシャツ姿 
 
ブックトークについては上映したビデオ（15分）
の画像から数冊の本をテーマに沿って紹介する流れ，
集団の子どもに対して行うブックトークの楽しさ，
有効性を理解したようだ。 
アフガニスタンでは知識の本，科学遊びの本につ
いての認識は薄く，出版数も少ないという。読み物
だけでなく，知識の本にも読書の楽しさがあること，
実際にやってみる（直接経験）ことの意味を説明し，
「メビウスの輪の実験」と「葉書の輪くぐり」を実
演してみせた。これは，紙と糊とはさみがあれば簡
単に誰でもできる実験なのだが，初めて知った科学
遊びに皆，興味津々で，「自分たちもやりたい！」と
せがまれ，そのまま演習の時間になった。 
研修に参加したシャンティの図書館事業課スタッ
フの一人は出版担当だった。彼は科学遊び，知識の
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本の説明の後，「アフガニスタンでも知識の本を作
る！」と張り切っていた。あの後，どんな本が出版
されたのだろうか。皆，学んだことをそれぞれの視
点で活かして自国に帰ったら何かをしよう，と思考
を広げていた。研修の内容が，新たな活動のヒント
になり，さまざまな形で実現したら本当に嬉しい。 
紙芝居は演じるための紙芝居舞台（紙芝居枠）が
必須なのだが，あいにく研修の場にはなかった。が
っかり･･･と思っていたら段ボールで即席の舞台が
誕生した！。「ないなら何でも作る」というバイタリ
ティを日本人も学ぶべきだ。何でもすぐ手に入れら
れる私たちは，クリエイティブな発想を失いつつあ
るのではないだろうか。 
アニマシオンでは『いまいましい石』を題材にデ
イスカッションを設定したが，もともと内容が複雑
で難しいものだったため，参加者にかなりの戸惑い
がみられた。しかしグループディスカッションを行
い，発表をするという実際の手順を通して「1 冊の
本を題材に皆で話をすることで，その本の理解をよ
り深める，発見する」というアニマシオンの手法と
効果を理解することはできたと思う。 
本と子どもを結びつける手法は多様だ。ペープサ
ートを利用した読み聞かせの発展形（『うれしいさ
ん・かなしいさん』松岡享子作絵，東京子ども図書
館，2012）の実演の後は，何人かがうちわのように
ペープサートを振り回していた。おはなし会の導入
として，くまの人形（ミトンくまさん）を使った「く
まさんのおでかけ」，こぶたや，ねずみの人形（手袋
人形）を使った詩の紹介（『のはらうたⅠ/Ⅲ』工藤
直子詩，童話屋，1984/1987）を実演すると，皆が
次々に人形を手にはめて練習を始めた。人形を実際
に扱ったことがなく，どの指をどこに入れるのか分
からない様子などもみられたが，人形を使って子ど
もとコミュニケーションする，おはなし会の導入な
どに使う楽しさを満喫したようだ（大きな男性の手
がはまり，はちきれそうな人形は実に気の毒だった）。 
 
4. 研修を終えて：反省と課題 
 
現地での研修機会は少なく貴重な時間だ。参加者
からは「学びたい」，「知りたい」という熱意が切実
に伝わってきた。果たしてそれにどれだけこたえる
ことができただろうか。 
もちろん今回の研修は単なる実践のワークショッ
プではなく，学校図書館の制度，理念，運営などを
総合的に学び，併せてさまざまな具体的な手法を学
び，実践すること,指導者育成のプログラム構成が求
められた。しかし参加者が最も必要としていたこと，
知りたかったことは「雲の上の話」ではなく，「すぐ
に実践に結びつくもの」，「日々の仕事に役立つこと」
だった。それらをより具体的かつ実践的に伝えるこ
とを意識した構成と準備がもっと必要だった。 
準備期間が短かったとはいえ，文化，生活習慣の
違い，宗教などについての理解と配慮が足りず，現
地で痛感することは多かった。たとえば日本では全
く問題意識を持たなかった「豚」の扱いのナイーブ
さについては現地で初めて気がついたが，ブックト
ークの実例として上映したビデオ（『食べ物』）の中
には豚肉のカレーライスを作る場面があり，こぶた
の手袋人形を使っての読書への導入なども組み込ん
であった。参加者は「特に気にしない」という態度
で許容してくれたが，気持ちの良いものではなかっ
ただろう。その他，偶像崇拝を禁止するイスラム教
の人びとは，ペープサートや人形を使ったおはなし
や，読書への導入をどのように受け止めたのだろう
か，などの疑問が今も心に残っている。 
アフガニスタンの学校，図書館，出版などの現状
を知る人は少ない。しかし実際に何がどういう形で
行われているのか，現場の人びとの経験値や知識が
どの程度のものなのか，何を求めているのかなどの
情報をより多く収集し，消化した上で内容を考える，
という姿勢を持たなければ，参加者のニーズを満た
す研修にはならない。情報と資料を提供する，読書
の楽しさを伝える，という理念は同じでも，その理
念の実現の方法と形は異なるだろう。それぞれの国
の状況に対応した図書館の在り方，子どもへの向き
合い方があるはずだ。私自身のこれまでの経験，日
本の図書館のイメージからいったん離れ，距離をお
いて考えるべきだったのかもしれない。 
参加者はアフガニスタンでは「指導者」という立
場にあった。研修で学んだ多くの「今まで知らなか
ったこと」を教え，広めていく重要な役割を担う。
5 日間という短い期間に学んだ「今まで知らなかっ
たこと」を，的確に確実に自信を持って伝えるため
の構成，一人ひとりが十分に実践し，繰り返し確認
できる時間を持つことへの配慮も必要だった。 
 
おわりに 
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らタジキスタンでの研修に参加してから2年以上が
過ぎた。そして昨年（2018 年)，シャンティのアフ
ガニスタン支援活動は15周年の節目を迎えた。 
シャンティのアジア各国における活動はこれだけ
豊かに幅広く行われているのに意外と知られていな
い。何らかの形で私が見聞きしてきたこと，イスラ
ム圏での子どもの読書環境の厳しさ，それを少しで
も改善しようと日々前向きに取り組んでいる人びと
の存在と活動について伝えたいとつねづね思ってき
た。今もなお，アフガニスタンの状況は厳しい。し
かし人びとは未来を生きる子どもへの希望を持ち続
けている。彼らは衣食住という生きるための基本的
なニーズではなく，なぜ図書館の活動をすること，
子どもたちに本を手渡すことを選び，続けているの
だろうか。山本は以下のように書いている。 
 
生きていくことが精
、
いっぱい
、、、、
の状況では，文化，
宗教，自分たちの価値観など，誰からも教えら
れることなく成長していく。それでも私たちは
心の栄養を与えることを決して忘れてはいけ
ない 12)。 
 
本は“心の栄養を与える”ものであり，図書館は本
を子どもに届けるシステムだ。 
現在，日本の子どもの読書環境は確実に豊かにな
った。公共図書館が発展し普及する中で児童サービ
スは当然・必然のものと位置づけられるようになっ
た。学校図書館の整備や法制化も進んでいる。毎年
膨大な数の子どもの本が出版され，子どもの読書を
支援する活動に沢山の人びとが関わっている。とり
わけ 2000 年の子ども読書年以降の国の動きは顕著
だ。「子どもの読書活動の推進に関する法律」（2001）
では，子ども時代の読書が人格形成に大きく寄与す
るものであることを謳い，国をあげて子どもの読書
環境の整備と充実に取り組むようになった。 
では，日本とアフガニスタンで子どもの本と図書
館の存在意義，役割は異なるのだろうか。当たり前
になった豊かさの中で，私たちは子どもにとっての
本，図書館の本来の役割を見失っていないか。 
タジキスタンで学んだことは大きい。すべての子
どもが子どもらしく成長できるために，子どもの本，
図書館にはどのような役割が求められているのか，
それに関わる者として何をすべきかを再度考えてい
きたい。 
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